
記入例　離婚後，子を養育している母から父に対して子の養育費の支払の調停を求める場合

申立書を提出する裁判所

作成年月日

収　入　印　紙

予納郵便切

［オ 調停 訝 芸誓芸冨芸る処分

□ 養育費増額請求
［コ 養育費減額請求

家事　　　　　　 申立書　 事件名
□　 審判

（この欄に未成年者 1人につき収入印紙 1 ，2 0 0 円分を貼ってください。）

印

紙

L

（貼った印紙に押印しないでください。）

0　0 家

平成　0年　〇月　0　日

申　　立　　人

（又は紙代臥など）

の記名押印

添付蕃類

（審理のために必要な場合は．追加書類の提出をお願いすることがあります。）
オ未成年者の戸洛謄本（全部事項証明書）

オ申立人の収入に関する資料 （源泉徴収票，給与明凱 確定申告書．非課税証明書の各写し等）

「

準 口頭

申
立
書
の
写
し
は
相
手
方
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

養
育
費
を
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求
す
る
未
成
年
の
子
に
つ
い
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申

立

住　　　 所
〒笥 蒜 。噂 叩 。巻 。号 0 0 7 叶 0 緒 方）

フリガナ
氏　 名

へイ　 ヤマ　ハル　 コ 曾 0 年 0 月〇 日

（ 0 0 歳）
人 丙 八 思 す

相

手

方

任　　　 所
〒0 0 0　－　∞
0 0 泉 0 0 車 ○○哲 0 丁月Q 巻 0 号 （　　 方，

フリガナ
氏　 名

芋 海 鼠 鼻声 曾 0 年 〇 月0 。生

（ 0 0 歳）

未

住　　　 所
オ 申立人と同居 ／ ロ 相手方と同居

□ その他（　 ）
首 芸 ‾‾‾‾‖竺 ■好 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

平成 〇 年 0 月0 日生

（ 〇 歳）7 リガナ
氏　 名

住　　　 所
オ 申立人と同居 ／ 己 相手方と同居

□ その他（　　　　 ）平成　〇年　0 月0 日生

成

年

者

フリガナ
氏　 名

‖嵩 ‾芯 ‾‾‾‾看 官 …‖ （　 〇　 歳）

住　　　 所
□　申立人と同居　　 ／　　□　相手方と同居

平成　 年　 月 日生

（　 歳）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

7 リガナ
氏　 名

住　　　 所
□ 申立人と同居 ／ 口 相手方と同居
ロ その他（　　　　　 ） 平成　 年　 月 日生

（　 歳）フリガナ
氏　 名

（注）　太枠の中だけ記入してください。　口の部分は．該当するものにチェックしてください。

養育費（1／2）

裁
判
所
か
ら
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
申
立
書
を
提
出
さ
れ
る
裁
判
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



相手方に支払ってほしい金額を記入してください。金額がはっきりし

同
居
と
別
居
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
き
は
、
一
番
最
後
の
別
居
の
日

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 理　　　 由

同　　 居 ・　 別　　 居　　 の　　 時　　 期

　　　　　　 昭和　 ／

同居を始めた日・率 k ＿＿年＿＿＿竺 日月．．竺 日 別居をL k ・由 竺 禦 禦

　平成

養　 育　 費　 の　 取　 決　 め　 に　 つ　 い　 て

1 当事者間の養育費に関する取決めの有無
□あり （取り決めた年月日＝平成＿＿＿＿＿＿汀阜 ＿＿＿＿＿日．月．．．．…．月） 崩 し

2　 1で 「あり」の場合

（1）取決めの種類
喜芸芸 呂芸芸 喜芸芸証書判決 → 〔義　 家磨級≡ 家 志 竺 誓 所）〕

（2）取決めの内容

（□相手方／□申立人）は，（□申立人／ロ相手方）に対し，平成＿＿＿＿＿＿＿＿年 ．＿……月から　　　　　 まで．

未成年者 1人当たり毎月　　　　　　 円を支払う。

養　　 育　　 費　　 の　　 支　　 払　 状　　 況

D　 現在． 1人当たり1か月　　　　　 円が支払われている （支払っている）。

□　 平成＿＿＿＿＿＿＿＿車 ．‥，，，＿＿月まで 1人当たり1か月　　　　　 円が支払われて （支払って）いたが

その後 （ロ　　　　 円に減額された （減額した）。／□　 支払がない （支払っていない）。）

ロ　 支払はあるが一定しない。

回′これまで支払はない。

養育費の増額又は減額を必要とする事情 （増額 ・減額の場合のみ記載してください。）

□　 申立人の収入が減少した。　　　 □　 相手方の収入が増加した。

□　 申立人が仕事を失った。

D　 再婚や新たに子ができたことにより申立人の扶泰家族に変動があった。

□　 申立人自身・未成年者にかかる費用 （ロ学費　 □医療費　 □その他）が増加した。

ロ　 未成年者が相手方の再婚相手等と養子縁組した。

□　 その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿）

養育費（2／2）
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